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＜第２回東岡崎駅交通結節点整備検討会会議録＞ 

 

日 時 平成 18年 10 月 日（月）２  15：00～16：50 

会 場 館体岡崎市職員健保会 育室 

席者出  松 山田 伊藤 田 武藤 中村 河本会長、 会長職務代理、 委員、 部委員、 委員、 委員、 合委員 

池田 青委員、 木委員 

川嶋 助役 太田 三浦岡崎市 、 企画政策部長、 都市整備部長 

課：三上次 山 班 香村主 主 林主 主都市計画 長、 崎 長、 任 査、 任 査 

商工労 課：岸田次 石川班政 長、 長 

路 課：岩瀬班道 建設 長 

調 課：齋藤課 秋元班 籾井班 松田主 主 加藤企画 整 長、 長、 長、 任 査、 事務員 

 

概    要 

 

典礼 齋藤課長 

 

１ あ さつい   松本会長 

 

回 ７月７日 開催されま て 早 も で も カ月 ちま第１ の検討会が に し 、 い の 、 う３ た した。 

簡単 り返ってみ 思に振 たいと うので 回 で 交通結節点 重要すが、第１ の検討委員会 は、 の整備の

性 御認識 だく も から 全く 台 こを いた とと に、事務局 、 のたたき という で三つ 案 てと の を出し いた

だ ま 具体的 図面 ってき した。 な にはな いたので れ くまでも全く 台 こすが、あ はあ のたたき という

で それぞれ 要素 つ て御 論 だ まと 、 の構成 に い 議 いた き した。 

そ て ペデストリアンデッキ ど だ か バス バース 位置 ど だ か それぞれし 、 が う と 、 の の が う と 、 の

要素 つ て 良に い 、 い点 悪 点 論 だ まあるいは い の議 をいた き したが、今回事務局でま めて だと いた

いております。 

さら 日 それら も 全体 枠 み ぜひ決めて だ 思っておりまに、本 は、 を とに の 組 を いた きたいと すの

で 今回も前回 同様 全 的 高 視点から御意見 だ れば 思っておりま ど、 と 、 市民 な い をいた け と す。 う

ぞよろ くお願 まし いいたし す。 

 

２ 検討項目 資料 

 （１）説明 
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・ 検討 進め方（企画調整課）の  

資料 ページ１ につ て説明い  

 

（ ）会長  懇談 て 補足 こ ればお願 ま特に 会に関し 、 する とがあ いし す。 

（委員） 橋上駅 歩 者 橋 上にした場合、 行 が の を通って まっし て 駅前 商店街 通過 て ま、 の を し し

で かうの はない という心配がある。また、駅前 バス 通 よの整備と の一方 行の うな整備をした場

元 権者 々 大変負担 かか合、地 の地 の方 に が るという心配もある。 

（委員） 堤防 路道 拡幅を する話 元を地 でし ら それ 絶対やめてほ 景観 も響 てた 、 は しいと。 に い

く 悪 印象 ってくるし、 い にな るし、非 狭 ころへ大型バス 入ってく こ常に いと が るという とは、

危険も増 てく 意見 くさんし るという がた 出 べく らそ 避 てほた。なる な ういうのは け しいという

意見も っあ た。 

 

（会長） 摘 で だ も 路網 想 駅前広 想 歩指 事項 いた いた のは、道 構 、 場構 、 者 転車ネットワ行 ・自

ーク 形でという 大 く分 られ こ で それ 針 て三つでき け るという と 、 が行政の方 とし 表わされてい

で対応 て く 分 者る。行政 し い 部 と、事業 で対応 て く ころ 協力 らし い と を しなが 体的一 に検討し

て ばら 交通結節点 築いき、す しい を構 したい。 

 

・ 道路網（都市計画課） 

資料 ページ２ につ て説明い  

・ 歩行者･自転車ネットワーク（都市計画課） 

資料 ページ３ につ て説明い  

・ 駅前広場（都市計画課） 

資料４ページにつ て説明い  

・ 駅前広場整備検討 方向性（都市計画課）の  

資料５ページにつ て説明い  

 

（委員） 路 拡幅道 の は、 へ拡張民地の方 するのか 川 へ、 の方 の拡張が か かあるの ないの 。 

（ ）事務局  側 南側 へ拡幅 考えで民地 、 の方 という ある。 

（委員） 堤 路 拡幅 件で防地の道 の の は、明 橋から東 非 狭代 の方が 常に くて、堤 家防地を民 借が

用 て もし いる場所 ある や りそれ 取り上げられ。 は を るこ 今利用 て お宅でとになると、 し いる は、

非 不便 意見も っ常に になるという あ た。 

また、吹矢まで 般車 通 許可で よ て 小公園 駐輪 月極 駐車一 の 行を きる うにし 、 と市の 場と の 場
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も利用で で か そちら バス プール て そこできるの はない と。 に を し 、 お客を降ろ て駅まで歩かし

せるという意見もあった。 

また、今の駅 バの ス停 奥 まで バス 降車 ての の方 を の 場にし それだ 分広くけ とると、降りてす

ぐ電車に乗り換え こ で で かる とが きるの はない 。 ビル 入口 りも岡 の あた 、もっ 奥 まで車と の方

入れ よ 想でビル て らど かが る うな構 を建 た う という意見も っあ た。 

（ ）会長  元 々 個 情 解で だ こ で 元 々 個地 の方 の 別の事 は理 きる。た し、 の委員会 は、地 の方 の 別

情 制上 制約 源 問題 技術上 課題 ど 制約 ひ まずお ての事 、法 の 、財 の 、あるいは の な 各種の は と い

お まず 想的 交通結節点 姿 つ て てもらき、 は理 な の に い 検討し いたい。 

（委員） 先回の検討会後 ７月の 20日に岡崎市内のタクシー 社会 社で８ 開会合を いた。殿橋 明と

橋 中間 り代 の あた にあるタクシー 待機 くの 所がな な らば そるな 、 の分も駅前広 中場の 入れてに

だいた きたい。 

（ ）事務局  現在のタクシープールで８台程度 入っては いる。それ 堤 ５台に 防の も加味 てし 必、

要 模 て規 とし 13台 回。第１ 検討会 意見の 参考を にし ら こ 必要面積 積算なが 、 の を てし いる。 

（会長） 実際東 改修 当 って岡崎を するに た 、タクシー てこれだ こ ふ 必要だとし け ういう うに と

いうのを示して だいた けると りあ がたい。 

（委員） ステップ計画 ２で 路は、「都市計画道 明 橋線 区間で交通 制やコミュニティの 代 の一部 規

ー道路 よ 動車交通 制 誘導 導入化等に る自 の規 ・ 施策を する」と ってな いるが ステップ、計画 １

後 考え 判断 てよの整備の の 方と し かい 。 

そ 緑色 点線 って 分 矢印 絵 書 ての場合、計画２のときに、 の にな いる部 には の が い あるが こ、

れ 通 よ こ 考えて 判断 てよは一方 行の うな とを いると し かい 。 

（ ）事務局  交通量 緩和 め こ よ 形で駅前 制 こ でを するた に、 の うな を一部規 するという と ある。 

（会長） こ 交通 制 歩 者 めの 規 は、 行 のた の歩 や 空間 つく こ でき すい を るという と 結果 て、 とし 、

商店街 盛り上げて くこ もつ って くを い とに なが い 思と う。 

（委員） 東 駅前 交通岡崎 の 結節点 機能 ての とし 、 番問題 考えて 色線 渋一 と いるのは、岡崎一 の

滞である これ 非 運 支障 来 て。 が 常に 行に を たし いる。南 面へ向か バス路線 駅南側 ロー方 う を の

タリーへ入れられ かない という点 番申 上げ 意見が一 し たい である。 

（ ）事務局  南側広場の整備 って 鉄バス 入らにあた 、名 は ないという回答だっ こ こ つた。 の とに

てい は、研究懇談 で会 域 からも強く言われて こ で地 の方 いる と ある。 

（ ）会長  当初の 緯 かも れ経 はある し ないが、時 も変わって て 車 流れも変わって代 き 、 の いるの

で も 可能で れば、 し あ 、も 度 元 々う一 地 の方 と協 だ て さら よ 案議いた い 、 に い で れが出るの あ

ば、路線バス 南側駅前広 へ 乗り入れも再の 場 の て だ れば か検討し いた け いい 思ってと いる。 

（委員） 南側 広の 場 観光バス スペース っては の にな いるのか。 
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（ ）事務局  駐停車できる で場所があるの 利用されて、 いる 現状でというのが ある。 

 

（ ）会長  次に、歩 者 転車ネットワーク行 ・自 つ てに い 。 

（委員） 南北 歩 者の 行 、 転車 々 流れ 緩和 こ で 明 橋 殿橋 間自 の方 の を するという と 、 代 と の に新

橋しい を つく一本 るという計画だ 車 車線 てでもが、 を一 にし 明 橋 駅前 間 歩 者通路代 と の の 行 を

確 こ 提案 流保しないと、 の する れ まくはう 確 で保 きないだろ 路 時 わせう。道 整備等の 期と合 な

最終的 よくても 途中で 駅前 大混雑 だ で か 心配いと、 には 、 は が する け はない という がある。 

も つう一 、明 橋 歩 者通 量 非 多代 の 行 行 が 常に い。これは 駅 目 前で、 の の 、バスが駅 かにな な

かつか こ で 橋 手前でおりて まって歩 てく 非 多ないという と 、 の し い る方が 常に いからではない

かと 要 バス。 するに、 通 渋滞から引 起こって で か も推測で行の き いる人数 はない と きるが こ。

れ そ 動 か 単純は ういう きがあるの 、 に岡 歩 て駅 向かって 字 か も 渋崎市民が い に いる数 なの 。 し

滞 解決されてが こ 字 半分 れば 歩 広げ 必要、 の数 が にな 、別に 道を る はな 実際 ど かいが は うなの 。 

（ ）事務局  提案 て 段階でし いる あるが 時 つ て 元、 期等に い は地 とも て検討し いき 途中で、整備

混雑 生じ こ よ てが る とがない うに整備し いきたい。図面 よ 歩 者 歩 者 ルートにある うに、 行 は 行 の 、

転車 転車で 止め自 は自 、 る も 考え ら動線 つくり 考えて場所 新たに なが を たいと いる。 

（会長） 駅前から篭田公園 歩 者 動線 つくっての方に 行 の を それ まちづくり つ げて、 を に な いき

考え か 思たいという がある と う。 

（委員） 社 険 社 っ 社 康生南や事務会 、保 会 とい た会 が、 篭田公園 前の 付近のビル 入っておりに 、

サラリーマン 々 くさの方 がた んお勤めであり 歩 者 多、 行 が いま 唐沢町た、 ど ビル ろな の にい い

ろ大 社 入って て これら 勤 され くさんきな会 が い 、 に 務 る方がた いる 川 北側 係。 の の事務所の関

で御通勤 々の方 多 で か 元 思ってが いの はない と地 は いる。 

 

（会長） 次 駅前広 想に、 場整備構 つ てに い 意見 だをいた きたい。 

（委員） まず つ バスバース ころ一 が、 のと 。現況が 1,100 ㎡ って 今度 ８台であ 、 は 600 ㎡ 今。

スイッチバック軌 解 こ で ら 面積の 道を 消したいという と あるな 、 当然大 く ってもおかは き な し

く で かないの はない 。 

それから 番最後 空間面積 ど も か ど も 具体的 て、一 の環境 が ういう のなの 。 ういう のを に指し

か これ 非 大 く って 係で 現況いるの 。 が 常に き な いる関 、 の 4,600 ㎡が 7,000 ㎡ か り大と な きな

スペース って まってをと し いる。 

三つ目 質問の 。 ページ 図 書 て 駅前広 区 で４ の下の に い ある 場の 画 は 駅前広 路 半分、 場が道 の

までかかっている だっ ら今度も 駅前広 スペース 路 半分までか てもらえれば。 た 、 場の に道 を け 、

現実的 差 く で かな はな なるの はない 。 
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（ ）事務局  くまで 算式 も れて 前回お聞 中 今 状況 お て算あ 計 に た 、 きした の の に い 出 面積した を

て出し いる。どれだ 要 か まだこれから こ でけ る は の と 今後、 検討 中で変わってく 考えする ると

ている。 

路 駅前広 て く中で 皆様 ろ ろ 要件 聞 ら 鉄道 、 場の整備をし い 、 方のい い な を きなが 、特に名 の

解 得 ら 橋上理 を なが 、 駅 こ もという と 含めて現況の 4,600 ㎡以上で整備し 今後 元たい。 、地 の

も方に 協力をお願 形 思いする になると う。 

（会長） 点目 空間面積２ の環境 に関しては。 

（ ）事務局  空間面積 災環境 とは、防 、広 景観場、 等の 面積で施設の ある。 

（委員） 実際 必要 バスバース タクシーバース 般車プールに な 、 、一 面積 よっての に 、 空間環境

面積は 義的 決まって一 に しま かうの 。 

（ ）市  こ 比率の は余り固 的 考えず ど っ 配置 て ど 程度 空間 確定 に に、 うい た にし 、 の 環境 を 保し

て くか こ 柔軟 考えてい という とを に いきたい。 

（会長） 先ほどのタクシー 同様 バス てもと に に関し 、実際 どれぐら バース、 いの 要 か 次が る を

回までに だ検討いた きたい。現状 踏まえ 将来 で れば それを 、あるいは 計画があるの あ 、 踏まを

え 上で 的 これだ 必要だ 説明 だ よ 資料 て だた 、合理 に け というのを いた ける うな を出し いた きた

い。 か で ょ かい が し う 、可能で ょ かし う 。 

（委員） 何 も言えと ない。 

（委員） 先ほど 南ターミナル バス 入れ、 の方には を 約束で っないという あ たよ こ だっうな と た

ってが、検討するにあた 、最初 入れに られない 件 つ て ま それ 伴って北という条 が い し うと、 に

側 バスバース 容量の の が必要 って て まにな き し う で も 少 柔軟 考えられ よの 、 う し に る うにした

い。 

（会長） そ 辺 柔軟 考えての は に 南 全くだめ こ だ 南 入れ、 が な場合には う 、 に られる らこ だな う

形で考えて だという いた きたい。それから、 緯経 を て だ て 実 そ 約束整理し いた い 、 は、 のとき

至っ 前提 件 今 崩れて て も かも れ こ かも れに た 条 が は い 、 ういける し ないという とがある し ない

で 再 証の 、 検 て だし いた きたい。 

ページ 左４ の 下 機能 考え で 般車 つ て キスアンドに各種 整備の 方 、一 に い は、 ライド用乗降場

拡充 図 こ だの を るという と 現状でが、 は非 キスアンドライド わゆ 送迎 多くて さ常に 、い る が 、

ら 今 タクシー 同じ 使って こ で大 問題 発生 てに は と 場所を いる と きな が し いると 解 て理 し いる。 

（ ）事務局  そ おりで こ こ て緩和 て 考えてのと す。 ういう とをし し いきたいと いる。 

（会長） こ 限られ 空間 中でバスも確の た の 保し タクシーも確 さら 般車も、 保し、 に一 というの

非 難は 常に しい 来 全体 交通。本 は市 の 政策 観点からど 姿で べ か ってという ういう ある き があ 、

それ 基づ て 駅前 こに い 、 が う 姿 絵 描いう になるといいなという が けるといい。そ 中での 、バス
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優遇 ら 般車 だめだっ かを した 一 が たと 、一般車 優遇 らバス だめだっ 当然を した が たというのが

てく そ 優先順位 ど出 るが、 のときの は うか。 

（ ）事務局  本市の基 的 考え て 公共交通 で だ 大 て本 な 方とし は、 を きる け 事にし いく 考えという

つ 向で進めて方を持 方 いきたい。 

（会長） それがバス網 充実 てが し いる って 向だ 思岡崎市にと いい方 と う 日 中。 本 ど 町もの 高齢

どんどん進み 車で 移動で 増えてく 当然 球 問題も化が 、 は きない人が る。 地 環境 ある で公共交の

通を優遇 公共交通 便利 こ 大し、 を にする とが で か 私も考えて事 はない と いる。 

 

（ ）会長  次 歩 者 スムーズ 動線 つ てに、 行 の な に い 交通 観点 バリアフリー。特に 事故の あるいは

観点からの 、何か意見は。 

（委員） 現状 歩 者 横断 渡って、 行 の は地下を いる。西側 交差点から外 ころ 横断歩は したと に 道

がある 大型バス 右折左折 ころ 歩 者 横断歩 交差点で。 が すると に 行 の 道がある。 直近 横断に する

ところがある。交差 ころ 多 れば多 ほど危険 伴 こ 踏まえてすると が け い が う とを 、歩 者 転行 、自

車 安全の を考えて か ればい なけ いけない。 

（委員） ページ 右 案 考え で 歩 者動線 軸線 こ で 現３ の 下の の 方 、 行 の という と 、 在 路ある道 の中

歩車共存 路 形で区 路 中も利用 形だ 思を 道 化という 画道 の する と う 現状 幅 から て歩。 の 員 し 道部

分が足りていない での 考えて整備を だいた きたい。 

（事務局） 御 摘 おり 歩指 のと 、 道を整備したいと考えている。 

 

（会長） 最後 ５ページの 、駅前広 向性場整備の検討の方 つ て 今回に い 、 交通結節点の 整備を検

て く上で 非 大 枠 み討し い の 常に きな 組 に関して意見 だをいた きたい。 

（委員） 駅ビル 位置の は、バス 乗り換え 駅へ 接続 どの 、 の な 、これ 利用 々を する方 が便利 位な

置で ればよあ い。 

橋上駅 つ て えば 南北に い 。例 、 に駅前広場がある そ。 の移動性 確 め 橋上駅 まを 保するた に 、

駅前広 広く めたは 場を とるた にビルも壊 て駅 上 ってく そし を に持 る。 よの うに、ど ても必うし

要だという 論付理 けを て だし いた きたい。 

も つう一 。ＩＮ ＯＵＴ 書と と いてある こ 絵で ビル 中 入って くよ 感じ。 の は、 の に い うな にな

っているが、そこら辺 柔軟は 考えて だ よ 今後 で ってほに いた ける うな の計画 あ しい。 

（ ）事務局  こ 交通結節機能 茶色 枠 み 中 入ってく こ で っての という い 組 の に るという と あ 、必ず

もし 駅ビル 中 入の に るという意味ではない。次回 ゾーニング 形で も 少 具体的に という 、 う し に

示 際す に、実際ど っうい た車両 流れ かの になるの を示したい。 

（ ）市  ど よ 機能 ど よ 面積の うな が、 の うな が ど 配置で必要か、 ういう はこれから決めて かい な
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ればけ いけない 駅ビル 体的 利用 こ も含めて。 との一 な という と 、そ 可能性 現時点で 捨ての を は

くた ない。 

（会長） 体的 利用 重要だ 思 そ 意味で一 な は と う。 ういう 、 路 挟んで駅前広 北側道 を 場の にある

駐車 用 で場 地 あるが、こ 分もの部 カラー 修正に し 駅前 広 緒 て くた方が、 の 場と一 に整備し い の

だ 体感 てくという一 が出 る。 

（委員） 橋上駅 こ でここ ってという と にうた ある 鉄が、名 てとし 、高架にするこ 可能かどとが

か こう という とをお聞きしたい。 

（委員） 鉄 高架 基 的 鉄 立体交差 路 から生まれてく道 化の事業は、 本 には、 道と する道 の整備 る

で事業 あ から 協 ればる。行政 の 議があ 、 緒 って協一 にな 議をする。 

だた 、駅だけを高架にするのは不可能 話で って そ 前後な あ 、 の １km、２km間ずっと整備しな

くて らはな ない。 

（ ）事務局  連続立体 つ て化に い 元 から懇談 で ろ ろお聞 て、地 の方 会等 い い きし いるが、費用対

効果や 完了まで 間 ど事業 の期 な ろ ろい い 考えると、 て わ 結論で市とし は行 ないという ある。 

（会長） ＩＮ ＯＵＴ カ ずつと が１ 所 と 流 対いう整 化に して バス タク、 あるいは シー てとし 何、

か意見や希望 りま ら等があ した 。 

（委員） スペース 問題 まの がある。 た、バス タクシー 同じ階と は に こ でする と ある。バス 乗に

り遅れた人 ち タクシー 利用た が を するこ 多とが い での 。 

（委員） 四角で囲んで 駅ビル 街 点機能 書 てある の下に市 地拠 と い あるが ど 意味、 ういう か。 

（ ）事務局  えば 公共的例 、 サービスの機能 ここ ってく こ でを に持 る と 、あるいは憩 やい 語らい

の 用意 こ場を する とで皆さん お集まり り それ 街 点 て 機能が にな 、 が市 地の拠 とし の 果を たすと

解理 て だし いた きたい。 

（会長） 皆さん 考えてが いる交通結節点 基 的、 本 に バス かタクシーは、 と ある 動車 送いは自 の

迎 ど 形でされ べ かが ういう る き 、皆さん 意見 だの をいた きたい。 

（委員） バスとしては、北側の駅前 こ だの と けを ればバース 番重要 ポイントと 数が一 な である。

また、バスターミナルはロータリー式 待 ておりを期 し 、で だきる け面積を確 て だ保し いた ける

よ 働 かうに き けていきたい。 

（委員） バス タクシー タクシー 般車と 、 と一 入り口の出 分を けるのは難 思しいと う バスが、 と

般車 分 て だ ら り一 を け いた いた あ がたい。 

（ ）会長  では、 ページ５ 向性の方 に関して 反対 意見 こ で 基 的は の がないという と 、 本 には、提

案 形でお認め だの いた いたと こ で よろいう と 、 しいか。 

り ござ まあ がとう い す。 お返 思 ま事務局に ししたいと い す。 
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４ そ 他の  

 （１） 回開催日程につ次 いて 

  ・11 月 22 日（ ）水 午前中 っとな た。 


